
「町田市市民センター等の未来ビジョン」の各施策 －2024年度の取り組み結果と2025年度の取り組み内容について－ 【資料３】

2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

② マイナン
バーカード
申請の支援
「継続」

・引き続き、住民票等の各種証明書に係るキャッシュレ
ス決済（クレジットカード、電子マネー、コード決済）
を実施しました。
・住民票等の各種証明書に係るキャッシュレス決済のさ
らなる普及を検討しました。

・引き続き住民票等の各種証明書のキャッシュ
レス決済をご利用いただけるよう、認知度向上
等のため市ホームページや窓口で周知します。

・2026年度の施設案内予約システムの更改に向け、関連
する庁内8課と、現行業務フローの整理や課題の把握な
ど、計6回の意見交換を実施しました。キャッシュレス決
済導入にあたってのメリット・デメリットを整理しまし
た。

・2027年2月に予定している「まちだ施設案内
予約システム」の更改と合わせ、施設使用料へ
のキャッシュレス決済の導入を引き続き検討し
ていきます。

コンビニ交
付利用率

23.9%

51.0%

（2024年度に目
標値変更）

47.0%

・2024年度のコンビニ交付割合は、47.0%でした。2023年
度の交付割合と比べて、2.8ポイント増加しました。月ご
との最大交付割合は、2025年2月の49.4%でした。

・マイナンバーカードの交付窓口、証明書発行窓口、出
前申請イベント、各自治会・町内会等で、コンビニ交付
に関するチラシの掲示・配布を行いました。

・窓口受付時にお渡しする番号札や、記載台設置の証明
発行用申請書に、コンビニ交付の案内を掲載しました。

・東急リバブルに協力いただき、小田急町田駅付近の同
社大型ビジョンを使いコンビニ交付のPRを行いました。

・引き続き、各種イベント等でコンビニ交付の
利用を促進する効果的な広報を行います。

・他部署と連携し、コンビニ交付の利用を促進
する広報活動を行います。

南町田駅前
連絡所の窓
口業務（機
能）の見直
し

－
実施
（2022年度）

目標達成
（2023年
度）

・目標値を達成したため、2024年度で計画上の
進行管理を終了します。

・写真の無料撮影サービスやマイナポータルによる申請
の支援を行い、マイナンバーカードの普及促進に努めま
した。

・出前申請受付を全24会場、計64回実施し、4,427人の申
請手続きを受け付けました。また、高齢者施設4箇所に職
員が出向き、64人の写真撮影や申請受付、マイナンバー
カードの交付を行いました。

・町田市に転入される方に申請勧奨を実施し、希望者に
氏名などがプレ印刷された申請書をお渡しました。ま
た、申請したがカードを受取りに来ていない方へ、受領
勧奨通知を1,653通送付しました。

・マイナンバー交付促進のため、臨時的な交付窓口とし
て設置してきたマイナンバーカードセンターを2025年1月
末に閉所しました。2月から、窓口を市庁舎に移すととも
に、市庁舎移転後もスムーズに手続きが出来るよう、オ
ンラインによる窓口受付の予約制を導入しました。

・2025年3月末現在の保有枚数率は79.2%でした。

2024年度の取組結果

(2025年3月末時点）

施策
の柱

１
　
サ
ー

ビ
ス
・
利
便
性

キャッシュ
レス決済
導入

施設使用料の
キャッシュレ
ス決済導入

計画
目標値

（2026年度末）

46.8%

77.0%

（2024年度に目
標値変更）

各種交付手数
料のキャッ
シュレス決済
導入

2025年度の取組内容

（案）

計画
当初値

（2021年度末）

③ キャッ
シュレス決
済の導入
「拡充」

マイナン
バーカード
保有枚数率

施策

79.2%

① マイナン
バーカード
の普及促進
「継続」

① 証明書発
行機能の見
直し
「新規」

（1）
行政手続
きのデジ
タル化の
推進

（2）
手続きの
ための窓
口から相
談窓口へ
の転換

検討

指標

達成
状況

（2024年度
末時点）

工程（予定）

施策の
方向性

写真撮影サービスや

申請書作成補助等の申請支援

関係機関と連携した啓発・広報

出前申請受付等、

多様な申請機会の確保

マイナンバーカードセンター運営

住民票等の各種証明書に係るキャッシュレス決済の継続

施設使

用料へ

の導入

コンビニ交付の普及促進について継続的な実施

南町田駅

前連絡所

の閉所

導入システム更改に合わせて検討

■補足

・引き続き、市庁舎での無料写真撮影サービ

スや、出前申請サービスを定期的に実施しま

す。

目標

達成

【参考】

・目標値を達成したため、2023年度をもって計画上の進行管理を終了しています。
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2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2024年度の取組結果

(2025年3月末時点）

施策
の柱

計画
目標値

（2026年度末）

2025年度の取組内容

（案）

計画
当初値

（2021年度末）
施策 指標

達成
状況

（2024年度
末時点）

工程（予定）

施策の
方向性

市民満足度 84% 90%
目標達成
（2023年
度）

　

地域市民相
談体制の
拡充

－ 実施
事業終了
（2023年
度）

① 施設ごと
の機能等の
見直し「拡
充」

魅力向上事
業（イベン
ト等）の
実施

重複のため、2-(1)-①参照

② インター
ネット環境
の充実
「拡充」

Wi-Fi設置
施設数

7施設 13施設
13施設

・市民センター等の施設利用者がインターネット環境に
接続し、会議や音楽活動、ダンス等を開催できるよう、
移動可能な貸出Wi-Fiルーターを配備しました。これによ
り、全13施設で施設利用時のインターネット環境の充実
が図れました。

・2024年度は延べ1,042回の貸し出しがありました。

・目標値を達成したため、2024年度で計画上の
進行管理を終了します。

1
　
サ
ー

ビ
ス
・
利
便
性

重複のため、2-(1)-①参照

（2）
手続きの
ための窓
口から相
談窓口へ
の転換

② 行政窓口
での相談・
支援
「継続」

（3）
市民セン
ター等の
機能等の
見直し

各施設にて順次実施

相談体制

充実に向

けた検討

インターネット環

境の整備に向けた

検討

アンケートの実施

デジタル技術を活用し

たモデル事業の検討

導入

■補足

・市民センターでは、従来の行政窓口周辺の常設フ

リーWi-Fiに加えて、施設利用の際にも、Wi-Fiが使

えるようになりました。

目標

達成

済

【参考】 2024年度の実績（市民満足度） ： 98.6％

・2024年11月5日～29日 、 市民課：インターネット回答、 市民センター：窓口回収

・回収総数：1,069件 ・項目：手続き内容、接遇、待合フロア、待ち時間

・引き続き来庁された市民の満足度を確認するため、2025年度以降も継続してアンケートを行います。

【参考】

市民センターと市庁舎をオンラインでつなぐリモート窓口の設置を検討しましたが、当事業は市民が市民セン

ターに出向くことを前提に構想していました。一方、町田市デジタル化総合戦略では、市民が窓口に行く手間、

書く手間をなくすことを目指していることから、計画上の整合性を図るため、当事業は2023年度をもって計画上

の進行管理を終了しています。
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2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2024年度の取組結果

(2025年3月末時点）

施策
の柱

計画
目標値

（2026年度末）

2025年度の取組内容

（案）

計画
当初値

（2021年度末）
施策 指標

達成
状況

（2024年度
末時点）

工程（予定）

施策の
方向性

施設利用率 55.0% 70.0% 60.0%

施設利用
ルールの
見直し

－ 実施 実施

（2）
利用団体
等が実施
するイベ
ントの支
援

① 地域セン
ター祭り支
援
「継続」

地域セン
ター祭り
支援

－
実施
（2026年度）

実施

・各地域の特性を生かした地域センター祭りが開催でき
るよう、各センター祭り実行委員会（9箇所）に対して補
助金を交付しました。

・地域センター祭りの活性化のため、キッチンカーの誘
致や地域農家の出店など、センターごとに創意工夫を行
いました。

・地域センター祭りの周知のため近隣の公共施設、民間
施設、自治会にポスターの掲示、チラシの回覧を依頼し
ました。

・町田市広報やＸを活用した周知のほか、二次元コード
を活用して町田市ＨＰに誘導するなど、支援をしまし
た。

・保育園や小・中・高等学校、高齢者支援セン
ターなど、地域の団体等と連携した催しの企画
や周知の拡大などに取り組みます。

（3）
<学び>の
場の提供

① スペース
シェアリン
グの導入
「拡充」

スペース
シェアリン
グ実施施設
数

－
13施設
（2026年度）

目標達成
（2023年
度）

・2025年2月から、従来の平日・日中の窓口受付に加え
て、パソコンやスマートフォンで、時間や場所に制約さ
れずに施設の利用登録ができる環境を整えました。オン
ラインによる申請は全体の48％でした。
　
・予約の入っていないホール・音楽室を活用し、普段触
れることの難しいグランドピアノを予約なしで使用して
いただく「だれでもピアノ」事業を、3施設で10回開催し
ました。延べ97人の方にご利用いただきました。

・2023年度から高校生相当の年齢の方でも利用できるよ
うにルールを見直した結果、2024年度の高校生の利用件
数は221件でした。このことにより、全体（午前・午後・
夜間）の利用率は0.3％向上しました。

・オンライン申請の、利用者が増えるよう様々
な媒体を通して周知に努めていきます。

・利用者に好評をいただいている「だれでもピ
アノ」事業を継続します。

・引き続き、施設利用ルールの見直しを検討し
ます。

実施

魅力向上事
業（イベン
ト等）の
実施

－

2
　
ソ
フ
ト
・
魅
力

事業終了
（2023年
度）

（1）
多彩な
「楽し
み」を創
出

① 地域ワー
クショップ
の開催とイ
ベント等の
実施
「継続」

② 施設利用
ルールの見
直し
「継続」

モデル事業の実施・

効果検証

施設利用ルールの見

直し

地域センター祭りへの継続的な支援の実施

モデル

事業の

実施・

効果検

市民ワー

クショッ

プの開催

順次、

他の市

民セン

ター等

で実施

システム更改に

合わせて検討

システ

ムの更

改

【参考】 2024年度の実績（利用者数） ： 7,217人 】

・「2022年度町田市市民参加型事業評価」において、空いている会議室を学習スペース等として利用できるようにして欲

しいといった提案を踏まえ、実施が始まりました。

・日中は施設利用者の利用前後の打ち合わせや、利用者以外の方が読書・談話などにご利用いただいています。

・夕方から夜間は学生が勉強スペースとして利用されていることが多いです。

【参考】

施設の改修工事のため堺・小山市民セン

ター、木曽山崎コミュニティセンター３カ

所は2025年度センター祭りを実施しません。

【参考】

市民、団体、事業者と市が連携して行うイベント等の充実について、地域ワークショップで広くニーズを把握し、

イベントを実施することを想定していましたが、イベント実施のノウハウがないことや開催費用の確保が困難で

あり、事業の継続性がないことから、当事業は2023年度をもって計画上の進行管理を終了しています。

■補足

・高校生、大学生等を対象とした夜間時間帯の学割制

度の利用数は556件で、2024年度の夜間時間帯の利用の

約1.9％を占めています。
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2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2024年度の取組結果

(2025年3月末時点）

施策
の柱

計画
目標値

（2026年度末）

2025年度の取組内容

（案）

計画
当初値

（2021年度末）
施策 指標

達成
状況

（2024年度
末時点）

工程（予定）

施策の
方向性

（1）
地域のコ
ミュニ
ティづく
りの相談
や支援を
行う体制
の整備

① 相談体制
の充実
「継続」

地域市民相
談体制の拡
充

－
実施
（2026年度）

実施

・市民センター6カ所、コミュニティセンター2カ所に設
置している「地域市民相談室」の受付件数は214件でし
た。

・2024年10月に、忠生市民センター内に「まちだ福祉〇
ごとサポートセンター忠生」が設置され、地域の身近な
相談窓口としての機能が充実しました。利用状況は平日
及び第2・4日曜日で、延べ621件の相談がありました。

・小山市民センターでは、2024年11月からまちだ福祉〇
ごとサポートセンター堺と連携し、これまでの行政窓口
での受付から、正面玄関前のロビーに受付場所を変更し
て、市民が相談しやすい環境を整えました。11月からの
利用状況は13件あり、10月までの4件から約4倍増加しま
した。
また、鶴川市民センターでは2023年度に引き続き、まち
だ福祉〇ごとサポートセンター鶴川と連携し、正面玄関
前のロビーに相談窓口を設置して、市民からの相談に備
えました。

・各市民センター内や、近隣に設置されたまち
だ福祉〇ごとサポートセンターなど、地域の相
談支援機関と連携し、相談会等を企画し実施し
ます。

・市民センター職員の相談対応力の向上のた
め、相談の受付事例などをもとにしたケースス
タディや、業務知識の共有によるスキルアップ
を図ることで、支援を要する市民に対し、必要
な窓口への案内やスムーズな対応を行います。

（2）
地域活動
の拠点と
しての活
動推進

① 地域ニー
ズの把握と
実施
「継続」

ワーク
ショップ等
意見聴取等
の実施

－
実施
（2026年度）

（3）
地域活動
の支援

① 地域活動
の案内・
マッチング
「継続」

地域活動の
案内・マッ
チング

－
実施
（2026年度）

実施

・地域団体、ＮＰＯ、各種サークルなどの地域活動に関
する情報提供を行うため、各市民センター内に掲示板、
ラック等を設置し、チラシなどを来所者が自由に手に取
れるようにしました。南市民センターでは、大人向け・
子ども向けに区分して紹介するなど工夫し、地域活動の
案内を行いました。

・掲示板の種類や名称は、鶴川市民センターの「つなが
るボード」、なるせ駅前市民センターの「地域情報コー
ナー」、小山市民センターの「地域からのお知らせコー
ナー」など、各センターで工夫を凝らし、地域情報の案
内を行いました。

・各センターの創意工夫により、地域のイベン
ト情報、地域の活動情報などについて、来庁者
へ案内できるように取り組んでいきます。

重複のため、2-(1)-①参照

3
　
地
域
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

相談体

制充実

に向け

た検討

各施設にて順次実施

地域活動の案内・マッチングの実施
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2022
年度

2023
年度

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2024年度の取組結果

(2025年3月末時点）

施策
の柱

計画
目標値

（2026年度末）

2025年度の取組内容

（案）

計画
当初値

（2021年度末）
施策 指標

達成
状況

（2024年度
末時点）

工程（予定）

施策の
方向性

（1）
管理運営
手法の見
直し

① 民間の団
体や民間事
業者による
市民セン
ター等の管
理運営の導
入
「新規」

市民セン
ター等への
指定管理者
制度等の導
入

新たな管理
運営手法の
導入
※2023年度
に取り組み
の方向性を
修正したた
め、指標を
変更しまし
た。

0施設

－

11施設

導入
導入

・市民部施設を効率的に維持管理するため、これまで市
民部内8課がそれぞれ行っていた施設維持管理業務を、
2025年4月から一つの部署で一元的に実施出来るよう、見
直しました。

・各施設への電力供給契約を一本化するとともに環境に
配慮した施設運営を行うため、再生可能エネルギーを使
用した電力契約を行いました。

・目標値を達成したため、2024年度で計画上の
進行管理を終了します。

① 地域と連
携した情報
発信
「継続」

地域と連携
した情報発
信

－ 実施 実施

② 多様な
ツールを活
用した情報
発信
「継続」

多様なツー
ルを活用し
た情報発信

－ 実施 実施

（3）
他の公共
施設・民
間施設の
活用

① 学校施設
等の有効活
用（複合
化・多機能
化）
「新規」

学校施設等
の有効活用

－ 検討 　ｊ －

・5地区
※
の新たな学校づくりに関する取組の進捗状況等

の共有を目的とした会議体に出席し、地域コミュニティ

機能のあり方について意見交換をしました。

・5地区の統合新設校・改築校にあたって、市民セン
ター・コミュニティセンターにおける集会機能は当面維
持することとしました。

※本町田地区・南成瀬地区・鶴川東地区・鶴川西地区・
南第一小学校地区

・5地区以外の新たな学校づくりに関して、引
き続き、関係各課との情報共有をしつつ、市民
センター・コミュニティセンターの集会機能の
多機能化・複合化について協議していきます。

（2）
情報発信
の強化

4
　
コ
ス
ト
・
民
間
協
働

・地域団体、利用団体、庁内他課と連携し、相互のＨＰ
やＳＮＳからの情報発信に努めました。
　忠生市民センターでは、忠生小・中学校、ひかり療育
園、町田市農協忠生支店や近隣町内会等に協力を得て、
センター祭りのチラシ・ポスターの掲示をしました。
　堺市民センターでは、センター祭りのＰＲとして、相
原駅の自由通路にポスター掲示を行うとともに、子育て
フリーマガジン「らぶ♡ふぁみ」のWEBサイトのイベント
情報や環境政策課のインスタグラム「ごみナクナーレ」
に掲載しました。
　鶴川市民センターでは、地域と連携した情報発信を充
実するため、子どもセンターつるっこ、大蔵保育園と連
携し、センターまつりのポスター掲示をしました。

・町田市公式のＸアカウントで各市民センターの取り組
みを情報発信するとともに、イベントのポスターなどに
二次元コードを印字し、町田市ＨＰに誘導しました。
　2024年6月と8月に、市民センター共通の取り組みとし
て、市民センターの施設利用に関する情報や夜間学割な
どの取り組みについて発信しました。10月にセンターま
つり、11月にふれあいコンサート及び施設開放について
発信しました。

・忠生市民センターまつりでは、忠生小学校、
忠生中学校、ひかり療育園、町田市農協忠生支
店や近隣町内会等にチラシやポスターを配布し
掲示を依頼します。

・鶴川市民センターでは、鶴川保健センターで
実施する乳幼児健診時に、チラシ布置を依頼す
るなど、より市民に情報が届くようにしていき
ます。

・引き続き、地域の団体や庁内他課などと連携
し、イベントポスターや町田市を含む各団体の
ＨＰ・ＳＮＳなど多様なツールから情報発信で
きるように努めます。

新たな管理運営手

法の検討

実施・

効果検

証

順次、他の市民センター等で

実施

順次、体制の整備と、他の市民センター等

で取組を実施

学校施設や他公共施設・民間施設との複合化や多機能化

の検討

【変更前】

施設管理の一元化施設管

理の一

元化

の準備

新たな

広告モ

デル事

業の検

討

モデル

事業の

実施・

効果

検証

目標

達成

【変更後】

施設管理

の一元化

■補足

・全施設を対象とした業務の見直しを行い、個

別に締結していた業務を集約するなど、引き続

き効率的な維持管理に努めます。

・なお、2025年度から施設管理業務の一元化を

実施するにあたり、2024年度中に一部施設を対

象として、類似する仕様を統一するとともに施

設ごとに個別に締結していた業務を集約しまし

た。2024年度と比較し、対象施設の業務委託契

約件数は約58%減少、集約した事業の経費は約

22％減少する見込みです。
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